施設処遇会議　議事録

と　き：H18.12.11　13:30～15:30

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　　　　出席者：・村田I.O.O・長谷部G.O.M・清水Ｇ.Ｏ.M・山田・山口・三浦・小坂・小松・佐々木・小笠原・原

（欠席者：C.E.O・江刺家I.O.O・秋山G.O.M）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       記　録：小笠原

議題

１：清水泰雅様　（青明舎利用者様）の処遇について

２：繁名和恵様　（青山荘入所者様）の処遇について

３：中村与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

１：清水泰雅様　（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

①定期的な服薬ができない

　　　②自宅での生活リズムができない

　

　今後の支援方法

①定期的な服薬を行う環境調整

②自宅での過ごし方をアドバイスし、生活リズムの確立を図る

③本人の居室の環境を整える

④デイケアと連携をとり本人のニーズに合わせたプログラムを提供できるように検討していく

　＜評価＞

1 について

朝食後薬・就床前薬と家族が本人とあまり関わることのできない時間帯に多く見られる。訪問看護を導入し服薬管理を行っていく。また忘薬が起こらないように家族に服薬確認を協力してもらう必要がある。

2 について

起床時間が遅いことについては、本人が夜遅くまでテレビを見たりやラジオを聞いたりしていることが原因のため、見たい番組などがある場合には、録画や録音を活用し、就床時間が遅くならないようにする。

3 について

本人の居室が姪のおもちゃなどが多数有り、本人から「落ち着かない」と話しがあるため、家族と相談を行い本人が過ごしやすい環境に整えていく。

4 について

日中の活動の場であるデイケアでは、遅刻が多く、ほとんどプログラムに参加せず、居眠りをしている事が多い。運動プログラムは本人が意欲を持って参加するため、デイケアにプログラム検討を行ってもらうようにする。

　　総評

　青山荘退所時に支援計画と照らし合わせ、現状を見直す必要がある。また、家族も障害受容をしつつあるが、本人との関わりについてうまく出来ていない部分もあるため、ケア会議を開く必要がある。

２：繁名和恵様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 常生活リズムの不安定

2 病状の不安定　

今後の支援方法

1 について

・個別のスケジュールの作成を行わず、本人の自発的行動を促す

・体調に波があるため、本人の体調に合わせて少しでも活動に参加してもらう

・活動内容と行動を連鎖付け、１日の生活時間と活動時間を調整する

2 ついて

　　　・不定愁訴・病識のなさが見られるため、その都度、傾聴しフィードバックを行う。

　　　・些細なことでも職員に確認を行い、職員に依存している様子が見られる。本人の行為を確認しながら自己決定できるように支援し、職員間でも統一した態度で本人に接していく。

＜評価＞

　　　日常生活のリズムが確立せず、休日は自室で眠って過ごしており、時間の活用ができていない。服薬調整をおこなっており、セロクロエルが追加処方となっている。生活リズムの確立の為、スタッフがデイケアに通所を勧めており、本人も行く意欲は見られるが、当日になると体調を崩してしまう。家族との関わりがほとんど無いため、一度来所してもらい今後のことを本人も含めた上で話し合うことが必要。また、現在まで自由に暮らしてきたため、生活リズムの確立には時間がかかると思われる。本人のできるものを短い時間（１時間）から始め、枠を決めて生活リズムの基礎を作る所から始めていく。

３：中村与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

1 退所後（希望としてはグループホームホーム）への生活に向けて、必要な項目をピックアップし、本人と一緒に検討・目標を立てる

2 生活リズム・生活習慣の確立・具体的目標の継続した実践と定着

3 自分の要求は納得するまで訴える。他者の話を聞けない。

今後の支援方法

1 について

・グループホームでの生活に向け、ケアマネジメント表を作成し、現在の問題点を明らかにする。

・本人の出来る所から始め、定期的・継続的に評価を達成感や目標を持つことができるようにする。

・環境の変化に対して、精神状態が不安定となることがあるため、本人の様子を確認し、度合いを調整しながら支援を行う。

2 について

・生活の基礎習慣を教育できない環境であったため家族的な関わりも持つ。

・定期的な声掛けと確認・評価を行う。１週間の行動をフィードバックし、なぜそれが必要なのか理解を深める。

・疑似体験をすることで、現在の状況を把握し、具体的な目標を立てるてがかりとする。

③について

・年齢相応の物事に対する洞察や考え方を持ち合わせていないため、本人に分かり易い言葉で説明を行う。

・他者の意見を聞き、自分で検討できるように面談を通しながら練習していく。

＜評価＞

　　　青山荘入所から、現在まで（７年間）の評価を行い、改善された点を本人にフィードバックする。今後、グループホームへの退所や社会復帰を考えているのであれば、現在、通所しているデイナイトケア利用は向いていない。また具体的にケアホームに入るための用件を検討していく必要がある。現段階では、疑似体験などの訓練がまだ出来ていないため、アセスメントを行い、本人の良い部分を延ばしていくように支援を行っていく。

